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情報の受け取り方は十人十色

～私やみんなにとって暮らしやすいデジタル化とは？～

東海村長 山田 修

令和７年７月２６日



「まちづくりの羅針盤」って知ってますか？
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「まちづくりの羅針盤」

●第６次総合計画が令和６年度で終了し，令和７年度から向こう５年間を期間とする「新たな計画」です。

●「新たな計画」は，ミッション・ビジョン・バリューの考えを取り入れ，簡素でわかりやすく，「柔軟」な計画とすることで，激変する時代の中で形骸化を防ぎます。また，指標の設定と広聴等
を強化し，進捗管理をしっかり行うことで達成度を明確にします。

●名 称：まちづくりの羅針盤～“いいムラ”のデザインと実現～

●期 間：令和７年度～令和１１年度（５年間）

●位置付け：東海村自治基本条例における総合計画に相当する計画と位置付けます。

【Mission】ミッション （what/why） 【Vision】ビジョン （what/where） 【Value】バリュー （how）

村が果たすべき使命・目的
【時代によって変わらないもの】

村が組織として実現したい未来・将来像，中期的な目標
【社会情勢や村民ニーズ等によって変わりうるもの】

村に関わる全ての人に大切にしてほしい考え方，行動の指針
【時代によって変わらないもの】

ひとり おも だれ しあわ

一人ひとりの“想い”をつなぎ 誰もが"幸せ"になれる
つく

「いいムつくラ」を創る
次頁のとおりです。

語り合い 通じ合う心を大切にします。

共に挑戦し創り上げる心を大切にします。

今と未来のためにみんなが行動します。

ミッション・ビジョン・バリュー

基本的事項

背景と目的



テーマ ビジョン 指標 村の取組みの方向性

人口減少対策 こども・わかものが活躍する，住みごこ
ちのよい・暮らしやすいまちの実現

子育て／多様性と寛容
性／事業創造

１ こども・わかもののライフステージに応じた支援の実施
２ Uターンを促進するための継続的な関わりしろの創出とシビックプライドの醸成
３ 転入を促進するための経済的誘導策の拡充と心地よい住環境確保支援
４ 最先端技術との連携や起業・創業などの支援

新たな基盤整備 新たなにぎわいを生み出す都市基盤の
デザインとまちなみの整備

移動・交通／公共空間

１ 国道の４車線化に伴う，村松・石神地区の新たな地区別計画の策定や規制の緩和
２ 人々の交流促進や利便性向上をめざすまちなかのリデザイン
３ コミュニティセンターの地域活動拠点化に向けた新たな整備
４ 新たなしくみや技術を取り入れた公共交通の再編

DXの推進 誰もがデジタル技術を活用し利便性を
享受できるDXの推進

デジタル生活／地域行
政

１ 高度化する情報化社会に対応するインフラ整備の促進
２ 行政サービスのデジタル化による村民の利便性向上
３ 役場来庁者の利便性と満足度を高める窓口・オフィス改革の実現
４ デジタルデバイド解消や地域コミュニティのデジタル化支援

安全・安心の確保
多様性を基本とする防災対策と心身とも
に安心して過ごせるセーフティネットの
構築

自然災害／事故・犯罪

１ 環境変化に応じて常にアップデートする防災対策の推進
２ 多様な手段を活用した災害時情報伝達手法の確立
３ 「原子力発祥の地」としての原子力防災・教育・広報の実施
４ 一人ひとりが安心できる暮らしや居場所と役割が持てる場の創出

指標にはデジタル庁が展開する地域幸福度（Well-Being）指標を活用。アンケートにより主観指標を徴取します。

ビジョン
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「ＤＸの推進」に係る令和７年度予算は？
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① 庁舎窓口・執務エリアの再整備 所管 地域戦略課

事業区分 新 規 予 算 額 160,552千円 対応するVillage Action ３

概 要
庁舎の利便性向上を図るため，庁舎（窓口・執務エリア）のリニューアルを令和７・８年

度に実施します。

実施内容

・

予算根拠

●総合窓口の設置など窓口エリアの改修

●執務エリアの狭あい化解消や業務生産性向上を図る改修

【予算根拠（主なもの）】

＜委託料＞ オフィス環境整備支援業務委託：3,575,000円

オフィス移転業務委託：5,655,000円

＜工事請負費＞オフィス環境整備工事（庁舎２・４階，増築棟１階）：35,200,000円

＜備品購入費＞窓口・執務エリア備品：95,550,000円

【スケジュール】

Ｒ７年度：庁舎２・４階，増築棟１階

Ｒ８年度：庁舎１・３・５階

令和７年度 実施計画から抜粋
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令和７年度 実施計画から抜粋

② 行政サービスのデジタル化 所管 地域戦略課ほか

事業区分 拡 充 予 算 額 43,475千円 対応するVillage Action ２

概 要 住民サービスのデジタル化を推進し，オンライン手続きの拡充等に取り組みます。

実施内容

・

予算根拠

●住民票交付などオンライン手続きの拡充

●村HPへ自動問合せ機能を装備（ＡＩチャットボット）

●マイナンバーカードを利用した交付申請書自動作成の実施

●都市計画情報デジタル化

【予算基礎】

＜使用料＞ＡＩチャットボットクラウド使用料：1,188,000円

オンライン決済システム使用料：14,000円

＜委託料＞都市計画情報デジタル化業務委託：42,273,000円
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皆さんの暮らしは変わるの？
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窓口での手続きや相談を改善します
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「窓口改革基本方針」・「窓口改革実行プラン」

改革準備期：現状の把握や可視化

【上期】
改革実行期：改善と導入

【下期】
改革完了期：総合窓口スタート（令和９年１月予定）



デジタル化で期待すること

・行政手続きは面倒？

・皆さんのイメージするデジタル社会とは？

・情報の受け手として考えること

・情報の発信者として考えること
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役場からの情報発信

情報をどこから入手していますか？


